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京丹後市の経ヶ岬米軍基地についての緊急要請書
日ごろのご活躍に敬意を表します。
さて、「経ヶ岬通信所」という米軍基地は2014年12月26日から本格運用が開始され３年目となりました。設置計画の折、「抑止力になる」「攻撃される可能性は高まらない」など防衛局からの説明とはちがい、グアムやアメリカ本土をはじめ在日米軍も標的とされるに至っています。私たちはかねてより米軍基地が攻撃される危険性や住民の安全安心について懸念を表明していましたが、事態は深刻なものとなっています。貴職にあっては、防衛に関しては国の専管事項（専権事項）とされてきましたが、現時点での米軍基地にかかわるご認識をあらためて明らかにしていただく必要があると考えます。
また、防衛省・防衛大臣が、貴職や京丹後市長に約束した住民の安全安心がおろそかにされている事実は変わっていません。貴職は、住民の安全安心が保障されない場合は基地の「撤回もありうる」とされてきました。いわゆる「渉外知事会」もつうじて、そうした強い態度で国や米軍に対応していただくことが求められています。

私たちは戦争法成立のもとで危険性を増した米軍基地の撤去を求めていますが、米軍基地警備要員による実弾射撃訓練実施で福知山市など関係自治体にも不安や危険が拡大している事態を重く考えております。貴職に対しては、この間の経緯をふまえて、住民の安全安心に関して、防衛省、米軍に対して当初の約束を果たすよう強く求めていただくことを含め以下要請いたします。
記

１、　経ヶ岬の米軍基地が「ミサイル防衛」の要として位置づけられ、現在の危機的状況のなかで攻撃される可能性が高まっているといわれています。府民の安全安心を保証する観点でどういうご認識でおられるか明らかにすること。
2、 　福知山市に所在する自衛隊射撃場を使用する米軍警備要員の実弾射撃訓練について、騒音対策等講じることを国に要請されていますが、これまでの経過、現状についてどのように認識され、今後どのような手立てを要するとお考えか明らかにすること。
3、 　これまで米軍基地に関して貴職が防衛省に求めてきた諸点が解決したのか、進行状況を明らかにすること。また、今後も起きうる諸問題を正確に把握し対処できるよう、京都府が関係機関と連携し体制をとること。

4、 　あらためて、国に対し、府民の安心安全に反する米軍基地は、撤去を求めること。

以上
